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ごあいさつ
「東日本大震災に対する災害救援活動が続く中で
～第47回日本赤十字社医学会総会開催に向けて～」
第47回日本赤十字社医学会総会
会長
福井赤十字病院　院長
戦後最大の東日本大震災に対する災害救援活動がなお続いている状況ではありますが、第47回日本
赤十字社医学会を中部ブロックの担当で、福井赤十字病院が当番病院となって開催致します。
被災地の皆様には、謹んでお見舞いを申し上げますとともに、不幸にしてお亡くなりになられまし
た方々のご冥福をお祈り申し上げます。
医学会の準備を始めた頃は、超高齢社会となった日本において日赤病院の医療事業を今後どのよう
に展開したら良いか、その病院医療を支える人材育成はどうしたら良いか、について考える学会にし
ようと開催の方針を定めました。そして、「赤十字の明日を育てる―健康長寿日本の中で―」をメイ
ン・テーマとして、全国の日赤医療人の英知を集める学会を開催する予定でした。
しかし、3月11日に宮城県、岩手県、福島県を中心に甚大な被害をもたらした大震災・大津波が発
生し、発災直後から日本赤十字社は総力を挙げて災害救護活動を展開し、8月をもってその活動は一段
落したとはいうものの、現在もなお支援活動を継続しています。一時は本医学会の開催が危ぶまれま
したが、急遽その内容を見直し、日本赤十字社が全国の力を結集して展開している国内最大級の災害
救護活動にも強く焦点を絞り、明日の赤十字を育成する学会、被災地を支援する学会として開催する
ことになりました。学会では緊急時の災害救護活動と平時の健康長寿社会で実践する赤十字医療を二
本柱として、様々な発表がなされ、有意義な議論を展開していただければ幸いであると考えています。
シンポジウムは、「未曾有の災害救援活動」と「健康長寿を支援する日常診療での取組み」の二つと
し、シンポジウムに連携する形で市民公開講座「人間を救うのは人間だ。～東北・ハイチ大震災での
赤十字救護活動～」を開催致します。
特別講演は、人間に一番近いチンパンジーの独創的な研究で注目され、老化を含む幅広い研究成果
を収めている京都大学霊長類研究所長の松沢哲郎先生に、「人間とは何か―チンパンジー研究から見え
てきたこと―」と題する講演をお願いしました。
教育講演は、「ロコモティブ・シンドローム」という新たな疾患概念を提唱し、健康寿命を延ばす医
療を展開している日本整形外科学会前理事長（国立障害者リハビリテーションセンター）の中村耕三
先生に、「高齢者に求められる医療―ロコモティブシンドローム―」の題で、講演していただきます。
本学会は東日本大震災の影響で参加者が減るのではないかと危惧しましたが、応募演題数が660題を
超え過去最多となり、当番病院として大変嬉しく思っています。その反面、学会場が手狭になるかも
知れないと心配していますが、福井空襲と福井大震災の災害に2度襲われながらも不死鳥の如く立ち直
った福井の地で、東日本大震災で被災された方々を勇気付ける、また被災地の復興を祈念する日本赤
十字社医学会を開催できる事は、何かの縁と思います。参加される多くの日赤医療人の皆様にご協力
いただき、本学会を成功裡に開催運営したいと考えていますので、どうぞ宜しくお願い致します。
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（福井赤十字病院　地域医療連携スローガン・ロゴマーク）
